
低
コ
ス
ト
・
効
率
化
技
術
公
募

排
水
ポ
ン
プ
の
更
新

国交省

不
動
産
コ
ン
サ
ル

テ

ン
グ
技
能
試
験

合
格
率
は
．
％

不
動
産
流
通
推
進
セ
ン
タ


構
造
設
計
１
級

建
築
士
講
習

修
了
率
．
％

建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン
タ


全
圧
連

３
月
に
延
期

圧
送
基
幹
技
能
者

認
定
試
験
な
ど

﹁
特
別
講
義
﹂を
ユ

チ


ブ
で
配
信

１
級
建
築
士
試
験
の
受
験
生
応
援

日建学院

設
計
変
更
や
一
時
中
止
を

農
水
省
の
コ
ロ
ナ
対
応

電
子
入
札
シ
ス

テ
ム

の
稼
働
再
開

国
交
省

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

の
情
報
ペ

ジ
を
作
成

下
水
道
事
業
団

協力会社の担い手確保を支援

奨励制度を創設
鹿島

認

定

手
続
き

簡
素
化
・
迅
速
化
望
む

中
間
前
払
金
制
度
ア
ン
ケ

ト
調
査

　
　
東
日
保
証
　
　

小
型
次
世
代
油
圧
シ

ベ
ル

﹁
Ｃ
ａ
ｔ
３
１
５
Ｇ
Ｃ
﹂発
売

キ

タ
ピ
ラ

ジ

パ
ン

ＬｉｓＢ

「ＡＩ―ＦＡＱボット」に新機能
問い合わせから
申込まで自動対応

動
体
認
識
Ａ
Ｉ
解
析
サ

ビ
ス
を
リ
リ

ス

ｓ
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｏ

動
体
認
識
Ａ
Ｉ
解
析
サ

ビ
ス
の
体
系
イ
メ

ジ

インフラメンテ大賞

オンラインで表彰式
国交省など７省

﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
﹂で

ア
ナ
ロ
グ
業
務
を
改
善

ワ

ク
ス
モ
バ
イ
ル
ジ

パ
ン

施
工
管
理
に
関
す
る
現
場
の
実
態

参
入
拡
大
へ
制
度
改
正

事
業
用
太
陽
光
発
電

経産省

　
東
亜
建
設
工
業
︵
１
日
︶
執

行
役
員
常
務
洋
上
風
力
推
進
部

担
当
︵
執
行
役
員
常
務
洋
上
風

力
推
進
部
長
︶
堀
沢
眞
人
▽
執

行
役
員
地
盤
改
良
対
策
本
部
長

兼
洋
上
風
力
推
進
部
長
︵
執
行

役
員
地
盤
改
良
対
策
本
部
長
︶

高
瀬
和
彦

■
金
属
と
樹
脂
で
ど
う
変
わ
る
？
エ
ス
ロ
ン
プ
ラ
ス
チ

　

ク
単
管
式
排
水
シ
ス
テ
ム
ウ

ブ
セ
ミ
ナ


　
１
月

日
／
積
水
化
学
工
業

　
製
品
の
特
性
や
適
用
可
能
箇
所

コ
ス
ト
メ
リ

ト
を

解
説
す
る

時
間
は
午
前

時
か
ら

参
加
費
は
無
料

︵
事
前
申
込
制
︶申
し
込
み
は
ウ

ブ︵https://sek

isui.zoom.us/webinar/register/W
N_vgHOW

N
vpQIW

_es9rrIdXJw

︶


（３） ＜第三種郵便物認可＞２０２１年（令和３年）１月１４日＜木曜日＞

　
不
動
産
流
通
推
進
セ
ン
タ


︵
坂
本
久
理
事
長
︶
は


２
０
２
０
年
度
不
動
産
コ
ン

サ
ル
テ

ン
グ
技
能
試
験
の

合
格
者
を
発
表
し
た

全
国

で
１
２
２
３
人
が
受
験
し


合
格
者
は
５
２
９
人
だ


た

合
格
率
は

・
３
％


合
格
者
の
受
験
番
号
と
試
験

の
解
答
を
ホ

ム
ペ

ジ
に

掲
載
し
て
い
る


　
合
格
者
の
う
ち

不
動
産

等
に
関
す
る
５
年
以
上
の
実

務
経
験
を
有
す
る
な
ど
の
要

件
を
満
た
す
人
は
﹁
公
認
不

動
産
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
マ

ス
タ

﹂
と
し
て
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
る


　
建
築
技
術
教
育
普
及
セ
ン

タ

は

日

２
０
２
０
年

度
構
造
設
計
１
級
建
築
士
講

習
の
修
了
判
定
の
結
果
を
発

表
し
た

今
回
の
受
講
者
７

９
０
人
の
う
ち
修
了
者
は
２

８
５
人
で

修
了
率
は

・

１
％

修
了
者
の
受
験
番
号

は
同
セ
ン
タ

支
部
・
ホ


ム
ペ

ジ︵http://www.

jaeic.or.jp/

︶
に
掲
載
す

る


　

年
９
月

日


月
８

日
に
講
習

同
年

月
１
日

に
修
了
考
査
を
行

た

修

了
者
の
内
訳
は
▽
全
科
目
受

講
１
７
０
人
︵
修
了
率

・

７
％
︶
▽
法
適
合
確
認
の
み

受
講

人
︵
同

・
３
％
︶

▽
構
造
設
計
の
み
受
講

人

︵

・
７
％
︶

と
な

て

い
る


　
建
築
資
料
研
究
社
・
日
建
学
院
︵
豊

島
区

馬
場
栄
一
代
表
取
締
役
社
長
︶

は

２
０
２
１
年
度
１
級
建
築
士
試
験

の
受
験
生
を
応
援
す
る
﹁
特
別
講
義
﹂

を

１
月
８
日
か
ら
ユ

チ


ブ
で

ラ
イ
ブ
配
信
し
て
い
る


　
８
日
は
法
令
集
の
活
用
方
法
と
重
要

性

学
習
へ
の
心
構
え
な
ど
を
解
説
し

た

今
後

２
月
６
日


日


日

は
科
目
別
強
化
対
策
講
座
︵
５
科
目
︶

と
し
て
施
工
法
規
構
造
計
画


環
境
設
備
に
つ
い
て
説
明
す
る


　
詳
細
は
ウ

ブ︵https://www.k

sknet.co.jp/nikken/

︶
を
参
照


　
全
国
コ
ン
ク
リ

ト
圧
送

事
業
団
体
連
合
会︵
全
圧
連


長
谷
川
員
典
会
長
︶
は

１

月
中
に
東
京
と
大
阪
で
実
施

を
予
定
し
て
い
た
２
０
２
０

年
度
の
コ
ン
ク
リ

ト
圧
送

基
幹
技
能
者
の
認
定
試
験

︵
追
試
試
験
︶
と
更
新
講
習

を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
緊
急
事
態
宣
言
に

伴
い
３
月
に
延
期
す
る
こ
と

に
し
た


　
全
圧
連
は


年
度
の
コ

ン
ク
リ

ト
圧
送
基
幹
技
能

者
の
認
定
で

８
月
に
予
定

し
て
い
た
登
録
講
習
を
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
中
止



年
度
は


・

年
度
の

講
義
の
修
了
者
へ
の
認
定
試

験
︵
追
試
試
験
︶
の
み
１
月


日
に
東
京
と
大
阪
で
予
定

し
て
い
た

こ
れ
を
３
月
６

日
に
延
期
す
る


　
ま
た

登
録
コ
ン
ク
リ


ト
圧
送
基
幹
技
能
者
の
更
新

講
習
に
つ
い
て

東
京
は
１

月

日
か
ら
３
月

日

大

阪
は
１
月

日
か
ら
３
月


日
に
そ
れ
ぞ
れ
延
期
す
る


　
東
日
本
建
設
業
保
証
新
宿
支
店

︵
鈴
木
誠
支
店
長
︶
は

中
間
前
払

金
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ト
調
査

を
行
い

認
定
手
続
き
の
簡
素
化
・

迅
速
化
が
望
ま
れ
る
と
し
た
調
査
結

果
を
ま
と
め
た


　
ア
ン
ケ

ト
調
査
の
対
象
は

２

０
１
９
年
４
月


年
９
月
に
中
間

前
払
金
保
証
を
利
用
し
た
建
設
企
業

１
８
９
社

こ
の
う
ち

１
０
６
社

か
ら
利
用
理
由
や
手
続
き
に
つ
い
て

回
答
を
得
た

中
間
前
払
金
を
利
用

し
た
理
由
に
つ
い
て
は


・
６
％

と
約
９
割
の
企
業
が
﹁
資
金
繰
り
に

役
立
つ
か
ら
﹂
と
回
答
︵
前
年
比
２

・
１
％
増
︶

次
い
で
﹁
工
期
が
長

か

た
か
ら
﹂
﹁
払
い
出
し
手
続
き

が
簡
単
だ
か
ら
﹂
が
続
き

コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
垣
間
見
え
た


　
発
注
者
へ
の
認
定
手
続
き
は



・
７
％
の
企
業
が
﹁
非
常
に
簡
単
﹂

﹁
簡
単
﹂と
回
答︵
同
８
・
５
％
増
︶

一
方

﹁
発
注
側
の
担
当
者
が
制
度

や
手
続
き
を
知
ら
な
か

た
﹂
や


本
来
必
要
な
い
出
来
高
検
査
の
実
施

を
求
め
ら
れ
る
ケ

ス
な
ど

担
当

者
レ
ベ
ル
で
対
応
に
バ
ラ
つ
き
が
あ


た
と
指
摘

こ
の
他

認
定
ま
で

に
時
間
︵
日
数
︶
が
か
か
る
場
合
が

あ
る
点
や
﹁
契
約
当
初
の
前
払
金
と

同
様
に
中
間
前
払
金
が
当
た
り
前
の

も
の
と
発
注
者
側
に
理
解
さ
れ
れ
ば

請
求
し
や
す
く
な
る
﹂
と
い
う
利
用

者
の
意
見
を
盛
り
込
ん
だ


　
同
ア
ン
ケ

ト
は

受
発
注
者
双

方
に
メ
リ

ト
の
あ
る
中
間
前
払
金

制
度
の
活
用
・
普
及
促
進
を
目
的
に

昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
た
も

の


・
１
％
の
企
業
が
﹁
今
後
も

利
用
し
た
い
﹂
と
回
答
し
て
お
り


中
間
前
払
金
が
工
期
後
半
の
有
効
な

資
金
調
達
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

同
支
店

で
は

発
注
者
側
に
対
し
て
調
査
報

告
書
や
啓
発
パ
ン
フ
レ

ト
の
配
布

な
ど
を
通
じ

認
定
手
続
き
の
簡
素

化
・
迅
速
化
を
求
め
る
利
用
者
の
声

を
伝
え
る
と
と
も
に

一
層
の
制
度

普
及
に
努
め
て
い
く
方
針
だ


　
鹿
島
︵
港
区

押
味
至
一

社
長
︶
は

自
社
の
協
力
会

社
組
織
の
組
合
員
９
３
０
社

を
対
象
に

生
産
性
向
上
や

担
い
手
確
保
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
施
策
と
し
て
﹁
生

産
力
強
化
等
に
関
す
る
活
動

奨
励
制
度
﹂
を
創
設
し
た


協
力
会
社
の
独
創
的
な
取
り

組
み
事
例
を
募
集
し

奨
励

対
象
に
選
定
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

費
用
を
最
大
３

０
０
万
円
ま
で
助
成
す
る


第
１
回
の
募
集
を
４
月

日

ま
で
行
う


　
同
社
の
協
力
会
社
組
織

﹁
鹿
島
事
業
協
同
組
合
﹂
で

は

２
０
１
９
年
に
若
手
技

術
者
の
採
用
と
育
成
活
動
へ

の
助
成
事
業
を
設
立
し
運
用

し
て
き
た
こ
れ
を
継
承
し


鹿
島
独
自
の
制
度
と
し
て
創

設
す
る


　
募
集
テ

マ
は
①
現
場
の

生
産
性
向
上
や
技
術
開
発
へ

の
取
り
組
み
②
自
社

主
要

協
力
会
社
の
新
規
採
用
活
動

③
技
能
者
の
処
遇
改
善
と
働

き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
④

技
能
者
育
成
の
た
め
の
教
育

訓
練
⑤
技
能
者
の
資
格
取
得

支
援
⑥
直
接
・
間
接
的
に
社

会
に
資
す
る
活
動
⑦
制
度
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
活

動

の
七
つ


　
１
件
当
た
り
最
大
３
０
０

万
円
を
助
成
す
る

年
間
で

最
大

件
を
選
定
す
る
考
え

だ


　
キ

タ
ピ
ラ

ジ

パ
ン

︵
横
浜
市
西
区
︶
は

小
型

次
世
代
油
圧
シ

ベ
ル
﹁
Ｃ

ａ
ｔ
３
１
５
Ｇ
Ｃ
﹂

写
真


を
発
売
し
た

旋
回
幅
が

３
・


で

市
街
地
な
ど

の
作
業
で
優
れ
た
狭
所
作
業

性
能
を
発
揮
す
る

　

　
同
油
圧
シ

ベ
ル
は

尿

素
水
不
要
で
オ
フ
ロ

ド
法

２
０
１
４
年
基
準
に
適
合


０
・
５
立
方

ク
ラ
ス
の
一

般
土
木
作
業
用
に
必
要
な

﹁
掘
る
﹂
﹁
積
む
﹂
﹁
な
ら

す
﹂
た
め
の
機
能
と
性
能
を

備
え

シ

ベ
ル
ク
レ

ン

仕
様
も
あ
る


　
従
来
機
と
比
べ

エ
ン
ジ

ン
定
格
出
力
や
油
圧
馬
力
を

向
上
さ
せ
た
他

電
子
油
圧

制
御
に
よ
る
最
適
化
で
生
産

性
向
上
と
燃
費
低
減
を

両
立

作
業
に
応
じ
て

パ
ワ

モ

ド
と
ス
マ


ト
モ

ド
が
選
べ

る

電
子
化
や
部
品
の

長
寿
命
化
で
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
コ
ス
ト
を
最
大


％
削
減
し
た


　
問
い
合
わ
せ
先
は
電

話
０
４
５
︵
６
８
２
︶

３
５
５
３


　
日
本
下
水
道
事
業
団
は


同
事
業
団
が
関
与
す
る
地
方

自
治
体
の
下
水
道
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
関
す
る
情

報
を
集
約
し
て
提
供
す
る
コ


ナ

を
ホ

ム
ペ

ジ
に

開
設
し
た


　
同
事
業
団
の
ホ

ム
ペ


ジ
の
コ

ナ

に

地
方
自

治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ

ム

ペ

ジ
に
掲
載
す
る

Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
方

針
の
公
表
や
事
業
者
公
募
な

ど
に
関
す
る
情
報
に
リ
ン
ク

を
貼
る
よ
う
に
し
た
も
の


　
現
在

滋
賀
県
の
﹁
琵
琶

湖
流
域
下
水
道
高
島
浄
化
セ

ン
タ

コ
ン
ポ
ス
ト
化
事

業
﹂
の
実
施
方
針
の
策
定
の

見
通
し
に
つ
い
て
情
報
提
供

し
て
い
る


　
国
土
交
通
省
な
ど
の
中
央

省
庁
７
省
は
８
日

第
４
回

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大

賞
の
表
彰
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
た

主
催
者
を
代

表
し

赤
羽
一
嘉
国
交
相


写
真

は
﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
苦

し
む
わ
が
国
の
国
民
生
活
を

守
る
た
め
に
は
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
対
策
は
不
可
欠
﹂
な

ど
と
表
彰
式
で
あ
い
さ
つ

し

受
賞
者
ら
に
一
層
の
尽

力
を
訴
え
た


　
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

大
賞
は

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
対
策
に
関
す
る
優
れ
た
取

り
組
み
や
新
技
術

を
表
彰
す
る
た

め

国
交
省

総

務
省

文
部
科
学

省
厚
生
労
働
省


農
林
水
産
省

経

済
産
業
省

防
衛

省
の
７
省
が
合
同

で
実
施
し
て
い
る

４
回
目

と
な
る
今
回
は
２
８
８
件
の

応
募
の
中
か
ら

件
が
選
ば

れ
て
い
る


　
ビ
ジ
ネ
ス
版
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

﹁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
﹂
を
提
供
す
る
ワ

ク
ス
モ
バ

イ
ル
ジ

パ
ン︵
渋
谷
区
︶

は
建
設
業
従

事
者
約
３
０
０

０
人
を
対
象

に
建
設
現
場

の
施
工
管
理
の

実
態
や
リ
モ


ト
ワ

ク
導
入

に
関
す
る
ア
ン

ケ

ト
を
行


た


　
施
工
管
理
の

実
態
で
は


﹁
現
場
で
写
真

を
撮

て
事
務

所
に
帰

て
か

ら
整
理
し
て
い

る
﹂
と
の
回
答
が

％


﹁
紙
で
出
力
す
る
こ
と
が
多

い
﹂
が

％

﹁
集
合
し
て

会
議
す
る
習
慣
が
あ
る
﹂
が


％
な
ど

ア
ナ
ロ
グ
業
務

の
多
さ
が
改
め
て
浮
き
彫
り

と
な

た


　
一
方

４
月
の
緊
急
事
態

宣
言
前
は
仕
事
量
１
０
０
％

の
う
ち
７
％
を
リ
モ

ト
ワ


ク
化
し
て
お
り

宣
言
後

は

％
に
増
加

今
後

最

大
限
の
改
善
で

％
程
度
の

業
務
を
リ
モ

ト
ワ

ク
化

で
き
そ
う
と
対
象
者
は
回
答

し
た

そ
の
中
身
は
打
ち
合

わ
せ
や
会
議

現
場
の
確
認

・
報
告

現
場
の
管
理
・
情

報
共
有
な
ど

同
社
は
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
の
活
用

に
よ

て
リ
モ

ト

デ
ジ

タ
ル
化
で
き
る
業
務
は
依
然

多
い
と
考
え
て
い
る


　
Ｌ
ｉ
ｓ
Ｂ
︵
エ
ル
イ
ズ
ビ



千
代
田
区
︶
は

問
い

合
わ
せ
対
応
業
務
を
自
動
化

す
る
サ

ビ
ス
﹁
Ａ
Ｉ

Ｆ

Ａ
Ｑ
ボ

ト
﹂
に

チ



ト
で
質
問
し
て
そ
の
ま
ま
申

し
込
め
る
受
け
付
け
機
能
を

追
加
し
た


　
こ
れ
ま
で
は

チ


ト

ボ

ト
に
登
録
し
た
申
し
込

み
フ


ム
な

ど
の
外
部
Ｕ
Ｒ

Ｌ
か
ら
申
し
込

み
や
申
請
に
誘

導
し
て
い
た

が

チ


ト

ボ

ト
と
会
話

を
す
る
だ
け

で

画
面
を
移

動
せ
ず
に
申
し

込
み
が
完
了
で

き
る
よ
う
に
し
た


　
受
け
付
け
内
容
の
設
定

は

Ｆ
Ａ
Ｑ
と
同
様
に
使
い

慣
れ
た
表
計
算
ソ
フ
ト
に
設

問
内
容
を
入
力
し

Ａ
Ｉ


Ｆ
Ａ
Ｑ
ボ

ト
の
管
理
画
面

に
登
録
す
る
だ
け

ユ

ザ


か
ら
入
力
さ
れ
た
デ

タ

は
自
動
で
蓄
積
し

管
理
画

面
か
ら
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ

タ
と
し

て
ダ
ウ
ン
ロ

ド
す
る
機
能

も
あ
る

申
し
込
み
を
自
動

化
す
る
こ
と
で

担
当
者
の

業
務
負
担
や
問
い
合
わ
せ
業

務
削
減
に
つ
な
げ
る


　
詳
細
は
ウ

ブ︵https:/

/l-is-b.com/ja/news/20
210108_5332/

︶


　
国
土
交
通
省
は

２
０
２

０
年

月

日
か
ら
運
用
を

停
止
し
て
い
た
電
子
入
札
シ

ス
テ
ム
の
稼
働
を

日
か
ら

再
開
し
た

今
回
の
シ
ス
テ

ム
停
止
は
５
年
に
１
度
の
シ

ス
テ
ム
更
新
に
伴
う
も
の

で

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム

︵
工
事
・
業
務
︶
の
機
能
全

般
や
入
札
情
報
サ

ビ
ス
の

情
報
更
新

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

セ
ン
タ

を
利
用
で
き
な
か


た


　
農
林
水
産
省
は

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
う
政
府
の
緊
急
事
態

宣
言
の
再
発
令
を
受
け
て


直
轄
工
事
・
業
務
の
現
場
で

の
対
応
を
ま
と
め

全
国
の

地
方
農
政
局
に
送
付
し
た


感
染
防
止
対
策
の
実
施
に
追

加
費
用
が
必
要
と
な
る
場
合

は

受
発
注
者
間
で
協
議
し

て
設
計
変
更
す
る
こ
と
な
ど

を
改
め
て
通
知
し
た

昨
年

の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
時
の

措
置
を
踏
襲
し
た

緊
急
事

態
宣
言
の
対
象
地
域
で
は


施
工
の
継
続
が
困
難
に
な


た
場
合

受
注
者
の
求
め
に

応
じ
て
工
事
・
業
務
の
一
時

中
止
や
工
期
の
延
長
を
協
議

す
る


　
ま
た

遠
隔
臨
場
や
ウ


ブ
会
議
な
ど
の
感
染
拡
大
防

止
対
策
を
適
切
に
実
施
す
る

こ
と
も
改
め
て
求
め
た


　
入
札
手
続
き
時
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
は
可
能
な
限
り
省
略

し

必
要
に
応
じ
て
電
話
・

ウ

ブ
会
議
を
活
用
す
る


　
ｓ
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｏ︵
中
央
区
︶

は

土
木
・
建
設
分
野
を
対

象
に
し
た
﹁
動
体
認
識
Ａ
Ｉ

解
析
サ

ビ
ス
﹂
の
販
売
を

開
始
し
た

建
設
現
場
の
人

や
建
設
機
械

機
材
な
ど
の

動
き
を
認
識
・
把
握
し

そ

れ
ら
を
統
合
・
解
析
し
た
評

価
結
果
を
提
供
す
る
も
の


現
場
の
安
全
管
理
を
向
上
す

る
ツ

ル
と
し
て
利
用
を
促

し
て
い
く


　
現
場
に
設
置
し
た
カ
メ
ラ

か
ら
の
情
報
を
基
に

人
の

存
在
や
建
設
機
械

機
材
の

動
き
を
Ａ
Ｉ
解
析
で
検
出

し

現
場
の
危
険
予
知
・
安

全
確
認
に
つ
な
げ
る

ト
ラ


ク
に
積
ん
だ
資
材
の
ボ
リ



ム
を
推
定
す
る
な
ど
資

材
管
理
へ
の
応
用
も
可
能
な

た
め

工
程
の
進
捗
状
況
も

確
認
し
や
す
く
な
る


　
現
場
の
工
事
・
点
検
・
安

全
確
認
な
ど

に
テ
ク
ノ
ロ

ジ

を
活
用

す
る
こ
と

で

業
務
管

理
の
効
率
化

と
無
駄
削
減

も
見
込
め
る

と
い
う


　
詳
細
は
ウ


ブ︵https

://www.s
medio.co.j
p/

︶


　
問
い
合
わ

せ
先
は
Ｅ
メ

ル︵suppor

t_AI_Technologies@sm
edio-01.com

︶


　
経
済
産
業
省
は

２
０
１
７
年
度
か
ら
電
力
調
達
価

格
に
入
札
制
度
を
導
入
し
て
い
る
事
業
用
太
陽
光
発
電

に
つ
い
て

事
業
者
の
参
入
拡
大
に
向
け
た
方
策
を
ま

と
め
た

上
限
価
格
を
現
行
の
非
公
表
か
ら
公
表
へ
と

転
換
す
る
と
と
も
に

入
札
回
数
を
年
２
回
か
ら
４
回

へ
と
拡
大

資
格
審
査
期
間
も
大
幅
に
圧
縮
す
る

工

事
費
負
担
金
が
上
振
れ
し
た
た
め
に
発
電
事
業
を
中
止

し
た
場
合
に
は

入
札
負
担
金
の
没
収
を
免
除
す
る


入
札
に
参
加
す
る
機
会
を
増
や
し

ハ

ド
ル
を
引
き

下
げ
る
こ
と
で
事
業
者
の
積
極
的
な
参
画
を
促
す



年
度
か
ら
導
入
す
る


　
国
土
交
通
省
は

河
川
管

理
用
の
ポ
ン
プ
設
備
の
更
新

や
新
増
設
を
低
コ
ス
ト
・
効

率
化
す
る
た
め

従
来
よ
り

も
規
格
化
し
た
マ
ス
プ
ロ
ダ

ク
ツ
︵
大
量
生
産
︶
型
排
水

ポ
ン
プ
に
関
す
る
技
術
を
公

募
す
る

ポ
ン
プ
の
他

車

両
用
エ
ン
ジ
ン
︵
デ


ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
︶
を
用
い
た
ポ

ン
プ
用
動
力
の
応
募
を
受
け

付
け
る

応
募
書
類
の
提
出

期
間
は
２
月
１
日
ま
で


　
国
交
省
は

河
川
管
理
施

設
の
老
朽
化
や
水
害
の
頻
発

化
を
踏
ま
え

ポ
ン
プ
設
備

の
大
量
更
新
へ
の
対
応
を
検

討

一
品
ご
と
に
設
計

製

造
す
る
従
来
の
ポ
ン
プ
に
代

わ
り

規
格
化
に
よ
り
コ
ス

ト
削
減
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

向
上
を
両
立
さ
せ
る
ポ
ン
プ

設
備
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る


　
応
募
者
が
製
造
し
た
ポ
ン

プ
・
エ
ン
ジ
ン
を
活
用
し


関
東
地
方
整
備
局
内
の
フ



ル
ド
で
据
付
・
実
証
試
験

を
行
う


　
２
月
下
旬
の
書
類
審
査
を

経
て

３
月
中
旬
に
審
査
結

果
を
決
定
す
る

ポ
ン
プ
は

２
２
０
０
万
円

エ
ン
ジ
ン

は
２
０
０
万
円
︵
い
ず
れ
も

税
込
︶
を
上
限
と
し
て
委
託

契
約
を
締
結
す
る


　
応
募
要
領
は
関
東
地
整
ホ


ム
ペ

ジ︵https://ww

w.ktr.mlit.go.jp/gijyut
u/gijyutu00000097.htm
l

︶
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ド
で

き
る


　
経
産
省
は

年
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ

法
改
正
に
よ
り
入
札
制
度
を

導
入

年
度
ご
と
に
ワ

ト

時
当
た
り
の
価
格
で
入
札
を

行
い

募
集
容
量
の
範
囲
で

入
札
価
格
の
低
い
順
に
太
陽

光
発
電
事
業
を
認
定
し
て
き

た


年
度
は
出
力
２
５
０



以
上
の
設
備
を
入
札
対

象
と
し
た
も
の
の

応
札
容

量
が
募
集
容
量
を
下
回

て

い
た


　
こ
れ
を
受
け
て

経
産
省

は
事
業
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施

入
札
回
数

に
つ
い
て
は

現
行
の
年

２
回
で
は
事
業
者
に
よ
る
案

件
の
検
討
か
ら
入
札

事
業

着
手
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ

が
大
き
い
と
の
意
見
が
あ


た
こ
と
を
踏
ま
え

年

４
回
へ
と
見
直
す
こ
と
に
し

た


　
ま
た

入
札
参
加
資
格
を

付
与
す
る
際
の
審
査
期
間
を

現
行
の
３
カ
月
か
ら
２
週
間

程
度
に
短
縮
す
る

資
格
付

与
時
の
審
査
は
必
要
書
類
の

確
認
に
限
定
し

入
札
後
に

認
定
要
件
の
厳
密
な
審
査
を

行
う


　
さ
ら
に

こ
れ
ま
で
は
落

札
後
に
速
や
か
に
送
配
電
の

系
統
に
接
続
し

年
度
内
の

認
定
取
得
を
求
め
て
い
た

が

こ
れ
を
﹁
入
札
結
果
の

公
表
後
７
カ
月
以
内
﹂
に
緩

和
す
る


　
入
札
参
加
時
に
求
め
て
い

る
保
証
金
の
没
収
要
件
も
緩

和
す
る

送
配
電
事
業
者
が

発
電
事
業
者
に
提
示
す
る
工

事
費
負
担
金
が
上
振
れ
し
た

場
合
は

落
札
後
に
辞
退
し

て
も
保
証
金
の
没
収
を
免
除

す
る

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